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1. 背景と目的 

国内では猫の室内飼育が推奨されている。適

正な室内飼育のためには、性別や年齢、不妊去

勢処置の有無などによって異なる、猫の活動性

や消費エネルギー量を考慮して適切な方法と環

境で飼育すべきである。しかし家庭内での猫の

行動に関する研究は少なく、適切な飼育環境の

整備にとって必要な基礎データが不足している。 

 一方、飼い主のいない猫、いわゆる野良猫の

存在は、近隣トラブルの原因となったり、行政

による猫の引取りや殺処分数の多さに影響して

いると考えられている。環境省による「住宅密

集地における犬猫の適正飼養ガイドライン」１）

では、適正管理のために地域住民が猫の餌やり

や清掃、不妊去勢処置を行う「地域猫活動」が

推奨され、各地で実際に活動が多く展開されて

いる。野良猫の適正な管理についても、個体数

の把握に加えて、猫の条件による活動性や行動

圏の違いに基づいて行われるべきであるが、日

本の住宅密集地において利用できる基礎データ

は少ない。 

実際に猫を室内で飼育している人は飼育者

全体の 7割を占めている 2)が、残りの 3割は飼

い猫を室外に出している。室外飼育をしている

人は室外飼育を肯定する傾向にあり 3)、「自由に

行動できるのがよい」という意見を持つ人はあ

る一定割合存在するとみられる。しかし、室外

飼育の猫の方がより多く活動しているというこ

とを示す報告はみあたらない。 

 室外飼育の猫の活動に関する研究は少な

く、その理由として野生で夜行性の種における

長期間の行動の定量的モニタリングが難しいと

いうことは指摘されてきた。この問題に対処で

きる 1つのツールとして、動物の行動を持続的

に記録するための技術として、装着型小型記録

計（データロガー）が開発されており、水棲動

物の行動把握に多く応用されてきた４）。猫にお

いても、加速度ロガーを装着することにより詳

細な行動のモニタリングが可能であることが示

されており 5）、加速度ロガー記録から消費エネ

ルギーを推定する方法も報告されている 6)。屋

外では猫や近縁種の調査において GPSロガーの

装着７）や、センサーカメラによる撮影８）による

行動圏の把握が報告されていることから、これ

らのロガーやセンサーカメラを利用して、室内

の猫と野良猫の活動に関する基礎データを得る

ことができると考えられる。 

猫の動きを詳細なスケールで記録すること

は、これまでの観察だけでは十分に得られない

情報を定量的に得られる可能性を高める。また、

目視や撮影による行動観察を同時に行いロガー

データの信頼性を確認することにより、環境の

異なる地域や、多様な条件の猫についての幅広

い調査研究に今後応用することができると考え

られる。中型肉食獣へのデータロガーの応用は

まだ多くないが、小型化の進んだデータロガー

を、捕獲しやすい飼い猫や人慣れしている猫に

装着し、住宅密集地で調査することは、他の動

物種に応用するための示唆も得られる。 

そこで本研究では、都市部の飼い猫および野

良猫を対象として、室内における猫の活動性に

関しては加速度ロガーを、屋外における猫の行

動圏についてはＧＰＳロガーを使用して調査す

る方法を検討し、実際にデータを得ることを試



みた。室内で生活する猫について、個々の条件

に応じた活動性の違いに関する基礎データを得

ることができれば、猫の飼い方の指導に役立て

ることができる。また、特に人も猫も密度が高

くさまざまな人為的要因が存在する市街地にお

いて、猫がどのように生活し、地域個体群を維

持しているのかということについて不足してい

る科学的知見を提供することは、飼い主のいな

い猫の適正管理のためにも重要である。 

 
２．加速度ロガーを用いた室内飼育と室内外飼

育の猫の活動量の比較 

 

装着された動物の動きを３軸方向の加速度

の変化として長時間記録することができるのが、

加速度ロガーである。野生動物の調査に多く利

用されているだけでなくイエネコについて行わ

れた研究では、猫の首輪に加速度ロガーを装着

し、詳細な行動を識別することにも成功してい

る５）。 

まず、市販の加速度ロガーを使用して猫の活

動量モニタリングが可能か検証するため、ロガ

ー付き首輪の装着により猫の行動に違いがみら

れるか、また、実際の行動変化がロガーのデー

タと有る程度の精度で一致して測定できている

のか確認するための実験観察を行った。さらに

実際に加速度ロガーを飼い猫に装着し、室内の

みで飼育されている猫と、屋外に自由に出られ

る猫の活動量を計測し、比較した。 

 

2.1. 加速度ロガー使用方法の検討 

 

使用した加速度ロガー「ホボペンダント G」

（Onset 社製）は、国内で比較的安価で入手し

やすいもののなかから選択した。同製品は大き

さ 58×33×23mm、重量 18ｇで、防水機能があ

る。加速度ロガーの記録間隔は1秒に1回とし、

垂直方向のみの記録とした。 

 猫４頭を対象として実験を行った結果、加速

度ロガー装着によって行動生起に変化はみられ

なかった。また、別の猫 3頭を対象として加速

度ロガー装着と測定と同時にビデオ撮影を行い、

計測された加速度の数値が 0.5ms-2 未満の振り

幅なら静的行動、それ以上なら動的行動と識別

することとして、動的行動と静的行動の識別成

功確率を算出した結果、全頭で 68～78％と高水

準で安定していた。 

 

2.2．室内飼育猫と室外飼育猫の活動量比較 

2.2.1.方法 

2012年に 12月～1月に、完全室内飼育され

ている猫 3頭（去勢雄 4頭，2～8歳，体重 4～

6kg）と、室外に出ることが許されている猫 4

頭（去勢雄 3頭，避妊雌 1頭，2～8歳、体重 3

～6kg）を対象として加速度ロガーによる活動量

の測定を行った。1頭あたり 24時間の測定を 2

回ずつ行い、動的行動の観察された秒数を比較

した。 

2.2.2. 結果と考察 

室外飼育、室内飼育共に個体差があるものの、

平均すると活動時間はあまり変わらず、ｔ検定

を用いた比較でも有意差はみられず、両者間の

活動量に差がないことがわかった。 

室外飼育と室内飼育の両者間に差が出なか

った一つの要因として、調査期間が冬期だった

ため、室外飼育の猫は暖かい室内にいることが

多く、活動性が低かったとみられる。また、室

外飼育の猫は飼い主から餌をもらっており、食

糧が確保される限り猫はその周辺で生涯を暮ら

す９）ことから食料を探し回る必要がなく、行動

圏が狭まり、活動量も少ないと考えられる。 

また、24時間を 6時間ずつ、4つの時間帯に

分け 2元配置分散分析を行ったところ、時間帯

により室外飼育の方が活動量が多い傾向がみら

れた（P=0.0689）。 

人が在宅していた夜間（18-24時）に動的行

動が多く記録される傾向がみられ、最近の研究

により猫の活動量や毎日のリズムは、人間の存

在やケアが、大きな影響を及ぼすことも示され

ている 10）ことから、このような影響も両者間に

差がなかった要因の一つかもしれない。 

結論として、少なくとも冬期には、「室外猫

のほうが活動する」という仮説は、否定される

結果となった。 今後、異なる季節を通じた研究

をしても活動量に違いがなければ、室外飼育の

猫の方が室内飼育の猫に比べて活動していると

いうイメージは誤解だということが確認される

だろう。 
 

３．ＧＰＳロガーを用いた野良猫の行動調査  

 

東京都福祉保健局(の調査では 3)、野良猫に対し

て糞尿や鳴き声など迷惑だと感じる人がいる一方

で、「問題だと思う」「可哀そうだと思う」という

回答が上位となり、野良猫に対し問題意識を持つ

人が多いことが示されている。猫との共生を目指



すうえで、野良猫の生態を知る必要があるが、離

島や漁村等での個体の生息密度や生息要因の研究

例はあるものの、市街地における研究は少ない 11）。 
衛星を利用した GPSによる測位技術は、小型

化の進んだ GPSデータロガーを首輪等に取り付

けて野生動物に装着することで、長時間の行動

範囲や活動時間の調査等の研究に応用されるよ

うになっている。追跡による観察が困難な住宅

密集地において、中型哺乳類である猫について

GPSデータロガーを用いた調査ができるか検討

することは有益である。 
そこで東京都足立区内の市街地において、Ｇ

ＰＳロガーを用いて室外に出る猫の行動範囲の

調査を行った。なお、屋外にいる猫は飼い猫か

野良猫かを区別することは困難であるため、本

調査では屋外にいる猫を「野良猫」とし、その

モデルとして室外飼育の猫を調査対象とした。 

 

3.1. ＧＰＳロガーおよびルートセンサス法

による野良猫の行動範囲の調査 

3.1.1. 方法 

2012年 10月から 12月の間に、一般家庭で飼

育されている 3頭の猫（雄 2 頭，雌 1 頭，不妊

手術済み）を対象として、ＧＰＳロガー（i-gotU 

GT-120,  Mobile Action社製，重さ約 20g）を

接着した首輪の装着を行い、その移動軌跡を元

に、ホームレンジとレンジ長を調べた。ホーム

レンジは調査期間中に移動した面積で、レンジ

長は住処から移動した最大の行動圏までの距離

である。また、対象地域内に猫が観察できそう

な 5ルートを設定し、ルートセンサス法による

調査を 30回行い、各ルートにおける猫の出現頻

度を調べるとともに、同じルートにおける同個

体の繰り返し出現回数を調べた。 

 

3.2.2. 結果と考察 

3 頭にＧＰＳロガーを装着した結果、レンジ

長(ｍ)は、去勢されていても雄の方が雌よりも

小さいという結果となった（表）。 
 

 
また、1 年間の調査を通じて同地域内で観察

され識別された個体数は 3.1haに 104頭に上り、

個体数密度は 33.6 頭/ha であった。さらにルー

トセンサス法のため地域内に設定した 5ルート

で調査期間内に発見した個体のうち、複数のル

ートで発見された個体は全体のうち 7％(67 頭

中 5 頭)にとどまった。 
本調査の対象地域では、先行研究 11）の結果

と比べると、明らかにノラネコの生息密度が高

かった。また、市街地に生息するノラネコの行

動範囲は雄に比べ雌の方が狭いという結果は、

20～30 年前の都市部でのネコ生息調査の結果
12）と同様であり、行動範囲の面積にもほとんど

変化がなかった。本調査で対象としたネコはす

べて食糧を人間から得ているため住居内で過ご

す時間が長く、食糧や住処の有無といった要因

がネコの活動時間に影響を与え、さらには行動

圏を狭める要因になっていたと考えられた。 
 

４．総括および今後の展望 

本研究により、市販の加速度ロガーやＧＰＳ

ロガーを猫に用いて活動量や行動範囲を調べる

ことが可能であることが示された。今後は、よ

り人間への依存度が低い野良猫の場合や、年齢

や性別、季節、繁殖状態などが異なる場合につ

いてもさらに調べる必要がある。 
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